
















































































































































































































































































































































































































































経営者 従業員 土地 店舗
１ ９－19 不定 食料品 M4 ５ 1930頃 自 自 同
２ ７－19 元日 食料品 M- ４ 1939 自 自 同
３ ７－19 日 食料品 M4 ３ 江戸末期 自 自 別
４ ８－18:30 無 和菓子 M6 ２ 1930頃 自 自 別
５ ９－18:30 無 洋服 M5 ３ 明治 自 自 別
６ ９－18 日 洋服 M7 ２ 1952 自 自 同
７ 10－19 日 書籍 F6 ３ 1883 自 自 同
８ 9:30－18 日 時計・眼鏡 M- ２ 1951 自 自 同
９ 9:30－18:30 月３回 時計・眼鏡 M7 １ 1910頃 自 自 同
10 8:30－19 日 写真 M4 ２ 1946 自 自 同
11 ９－19 第1・3日 薬・化粧品 M6 ３ 1910頃 自 自 同
12 10－18 日 薬・化粧品 M5 ３ 1926 自 自 同
13 ８－19 日・祝 薬・化粧品 M6 10 1911 自 自 同
14 ８－16 無 雑貨 M6 ２ 明治 自 自 同
15 9:30－18 火 雑貨 M6 ２ 1960 自 自 同
16 ８－18:30 日 燃料 M- ５ 1973 自 自 同
17 ７－19:30 元日 燃料 F- ２ 1918 自 自 同
18 8:30－19 無 農業用品 M6 ３ n.d. 自 自 同
19 10－16 木 飲食店  F7 １ 2010 借 借 別
20 11－21 水 飲食店 M4 ５ 明治 自 自 同
21 - 無 宿泊業 M4 10 鎌倉 自 自 同
22 - 無 宿泊業 F8 ２ n.d. 借 自 同











































繁忙期 閑散期 積雪期 性比 年齢 常連比 居住地 訪問
１ → 無 12月 ２月 - 2:8 ５以上 0.9 飯 有
２ n.d. n.d. 盆，正月 n.d. + 1:1 高齢者 0.9 飯 有
３ ↗ M0 冬 n.d. + n.d. n.d. n.d. n.d. n.d.
４ → 無 ８・１月 夏季 変化なし n.d. ５以上 １ 飯 有
５ ↗ 無 秋，冬 春・夏 - 2:8 ６ １ 飯 有
６ → 無 変化なし 女性多い n.d. n.d. 飯 有
７ ↘ 未 ３月 ５月 + 6:4 ６ 0.7 飯 無
８ → 無 n.d. 1:1 ５以上 0.7 飯 有
９ ↘ 無 変化なし 1:1 ５以上 0.9 飯 無
10 検討中 未 春 n.d. - 1:1 ６ 0.8 飯 有
11 ↗ 未 n.d. 女性中心 3-8 １ 飯 有
12 ↗ 無 春，夏 冬 - 女性中心 4-6 0.7 飯 有
13 検討中 M4 + 5:1 5-6 １ 飯 有
14 → 無 夏 冬 + 1:1 6-7 １ 市外 有
15 → 無 秋，冬 n.d. - ほぼ女性 4-5 0.5 飯 無
16 n.d. M3 10～４月 n.d. + n.d. 多様 n.d. 飯 有
17 → M3 冬 n.d. + n.d. 4-5 １ 飯 無
18 → 無 4,5,8月 10，11月 変化なし n.d. 7-8 １ 飯 有
19 → 未 夏 農繁期 - 2:8 6-7 0.5 東，長 有
20 ↗ 未 盆，正月 冬 - 1:1 ６ 0.8 飯 有
21 ↗ 無 冬，春 ５，６月 - 多様 多様 n.d. 市外 有
22 ↗ M4 連休 n.d. - 10:0 ５ 0.1-0.2 飯 n.d.
























































































































































































































































































































































































































































































































































































 http://www.hokurikushinkansen-navi.jp/pc/news/article.php?id=NEWS0000005727（ 最 終 閲 覧 日：
2017年１月29日）．
９）地形図上での計測によると，本町商店街の中央に位置する「市役所入口」交差点から旧飯山駅までの
－212－
道のりが約720m，現在の飯山駅までが約1,030mであり，およそ300m遠くなった．なお，飯山駅から
本町商店街へは路線バスが乗り入れている．
10）加盟店の内訳は商業が27店舗，サービス業が15店舗となっている．一部の店舗は本町商店街通りから
少し離れたところに立地する．
11）日曜日に休業する理由としては，顧客が飯山市外へ買い物に出かけるため来店者がいないこと，取引
先が休業日であることを挙げる経営者が多く，経営者自身も市外へ出ることが多いという．
12）本研究では，経営者が現状維持を望んでいる場合を「無難に継続」とし，現状よりもサービスや品質
の向上を図り，新規顧客の獲得努力を行っている場合，「意欲的に継続」とした．
13）ただし，多くの観光客はウィンドウショッピングにとどまり，購入する場合でも消費金額は少ないため，
経済効果はあまりみられない．
14）肴町は本町の北西に位置する地区である．
15）火災により史料を焼失したため，正確な代数は不明である．
16）地域振興整備公団の出資条件は，市域人口５万人以上，商圏人口10万人以上であったため，商圏人口
が５万人程度の飯山市は条件に適合せず，出資を受けられなかった．
17）本町商店街には青果店と精肉店は立地していたが，鮮魚店がなかったため，商店街内で魚介類を購入
することが不可能となった．
18）2016年現在は毎月６の付く日のみ開催している．
19）飯山ふるさと案内人によるモデルコースは，飯山駅を出発して沿道の寺社や仏壇通りの歴史の解説を
受けながら散策し，高橋まゆみ人形館前で終了する２時間のコースとなっており，商店街通りには立
ち寄らない．ただし，利用者の求めに応じてコース変更が可能である．
20）同学が地域連携事業を模索していた2004年に，同学に近いJR飯田橋駅前に飯山市東京事務所が立地し
ていたことが縁となって実現した．
21）地域間の人的交流としての側面が強く，個人経営店舗の経営改善や商店街活性化に向けた取り組みな
ど，実務的な交流は実現していない．
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